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論文内容要　旨
聴性定常反応仏uditory Steady-State Response; ASSR)は他覚的聴覚検査法として近年臨床現場
で広く普及している聴性誘発反応である｡これまでに､ ASSRの起源や解析方法についての検討､
心理閥値との相関などについては多くの報告があるが､対側ノイズのASSRに対する効果について
はよく知られていない.本研究では変調周波数(modulationfrequency; MF)40 Hzまたは80 Hzの
振幅変調音を用いてASSRを測定し､対側ノイズの効果について検討した｡対象は聴力正常成人11
人(男性10人､女性1人､平均年齢26.1歳)である｡刺激音として搬送周波数(carrier frequency;
cF) 500Hzまたは2000Hz､ MF 40Hzまたは80Hzの振幅変調(amplitude modulated tone;AM)
音を使用した｡対側ノイズとして700Hz low-passまたは4000Hz lowIPaSS持続ホワイトノイズを
使用した｡ 40dB SLの対側ノイズの効果で､ 40-HzASSRでは10-15 dBの闘値上昇をみとめた0
80-Hz ASSRでは閉値上昇をみとめなかった｡ 40lHz ASSRで使用したAM音に対する心理学的聴
覚検査では閤値上昇はみとめなかった｡ 40-Hz ASSRは対側ノイズの影響を受ける上位聴覚路に主
な起源を持つ一方で､ 80-Hz ASSRは脳幹に起源を持つために､対側ノイズの効果の違いがみられ
るものと考えられた｡これらの結果から､臨床現場で40･HzASSRを両耳同時に測定する場合には
闇値が上昇する可能性があることや､ 40-Hz ASSRの結果は心理学的聴覚検査と乗離する可能性が
あることが示された｡また､脳磁図(magnetoencephalography; MEG)を用いて40-Hz ASSRを
測定し､対側ノイズの効果について検討した｡対象は聴力正常右きき成人8人(男性7人､女性1
人､平均年齢32.6歳)である｡刺激音としてCFIOOOHz､ MF40HzのAM音(80dB)を用いた｡
対側ノイズは持続ホワイトノイズ(70dB)を用いた｡ MEG上でも対側ノイズの影響で40-HzASSR
は抑制された｡その抑制形式は刺激側や半球によって差があり､ 40-Hz ASSRは右耳刺激と左耳刺
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激では大脳皮質レベルで非対称性を持つことが示された｡本研究でみとめられた40･HzASSRに対
する対側ノイズの効果は､両側同時に測定した40･HzASSRでは閥値が上昇している可能性がある
という点と､閥値が心理聞値と乗離する可能性があるという点において､臨床的に重要であるとい
える｡また､ MEG上の40-Hz ASSRの測定において､対側ノイズによる抑制の受け方に左右差が
あったことから､臨床現場で一般に行っている401HzASSRにおいても左右のそれぞれの耳で影響
の受け方が異なる可能性があると考えられた｡
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【所定様式⑬No.2】大学院の課程を経ない者(論博･医学)
審　査　結　果　の　要　旨
博士論文題名T=hL.諾;CLoii.lC/01tE競ekal) noise on Auditory Steady-State Response (聴性定常反応
受付番号…_一一一_Q_9:B_Q8__"…_-___氏名
聴性定常反応(Auditory Steady-State Response; ASSR)は他覚的聴覚検査法として近年臨床現場で広く普
及している聴性誘発反応である｡これまでに､ ASSRの起源や解析方法についての検討､心理開値との相関な
どについては多くの報告があるが､対側ノイズのASSRに対する効果についてはよく知られていない｡本論
文では変調周波数(modulationfrequency; MF)40 Hzまたは80 Hzの振幅変調音を用いてASSRを測定し､
対側ノイズの効果について検討した｡対象は聴力正常成人11人(男性10人､女性1人､平均年齢26･1歳)
である｡刺激音として搬送周波数(carrier frequency; CF) 500Hzまたは2000Hz､ MF 40Hzまたは80H21
の振幅変調(amplitude modulated tone; AM)音を使用した｡対側ノイズとして700Hz low-passまたは
4000Hz low-pass持続ホワイトノイズを使用した｡ 40dB SLの対側ノイズの効果で､ 40-HzASSRでは10-15
dBの開催上昇をみとめた0 80-HzASSRでは閲値上昇をみとめなかった｡ 40-HzASSRで使用したAM昔に
対する心理学的聴覚検査では聞値上昇はみとめなかった｡ 40-HzASSRは対側ノイズの影響を受ける上位聴覚
路に主な起源を持つ一方で､ 80-HzASSRは脳幹に起源を持つために､対側ノイズの効果の違いがみられるも
のと考えられたo　これらの結果から,臨床現場で40-Hz ASSRを両耳同時に測定する場合には閥値が上昇す
る可能性があることや, 401HzASSRの結果は心理学的聴覚検査と帝離する可能性があることが示された｡
また､脳磁図(magnetoencephalography; MEG)を用いて40-HzASSRを測定し､対側ノイズの効果につ
いて検討したo対象は聴力正常右きき成人8人(男性7人､女性1人､平均年齢-32.6歳)である｡刺激音と
してCFIOOOHz､ MF40HzのAM音(80dB)を用いた｡対側ノイズは持続ホワイトノイズ(70dB)を用い
た｡ MEG上でも対側ノイズの影響で40lHzASSRは抑制された｡その抑制形式は刺激側や半球によって差が
あり､ 40-HzASSRは右耳刺激と左耳刺激では大脳皮質レベルで非対称性を持つことが示された｡.
本論文でみとめられた40-Hz ASSRに対する対側ノイズの効果は､両側同時に測定した40-Hz AssRでは
間借が上昇している可能性があるという点と､開値が心理開値と帝離する可能性があるという点において､臨
床的に重要であるといえる｡また､ MEG上の40-HzASSRの測定において､対側ノイズによる抑制の受け方
に左右差があったことから､臨床現場で一般に行っている40･Hz ASSRにおいても左右のそれぞれの耳で影
響の受け方が異なる可能性があると考えられた｡
以上のように､本論文はASSRによる聴覚検査を行う際に留意すべき重要な知見を追加しており､学位(悼
士)に値するものと判定する｡
よフて,本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める｡
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学力確認結果の要旨 
平成22_年′月20日,審査委員出席のもとに,学力確認のための試問を行った結果,本人は医学に閑す 
る十分な学力と研究指導能力を有することを確認した○ 
なお,英学術論文に対する理解力から見て,外国語に対する学力も十分であることを認めた○ 
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